
 

 

 
平成２９年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
 

平成 29 年 10 月 23 日 

岡山市長 様 

 

           応募者代表 団体名 ＮＰＯ法人子どもたちと共に学ぶ教室シニアスクール               

                 氏 名 理事長 竹内浩人               

 

平成２９年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

 

取組の名称 子どもたちと共に学ぶ教室 シニアスクール 

 

 

取組の概要 

 

 
※インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的（解決

を目指している課題）及

び取組概要を 300 字（句

読点含む）以内で記載し

てください。 

岡山市内の公立の小中学校の空き教室及び施設を利用させていただいて、 

シニア世代（高齢者）たちが学習空間を共有することにより、「学び・語ら

い・動き」を体験しながら、本来の健康寿命の延伸と、2.3 世代隔たる子ど

もたちとの交流の中で、彼ら（子どもたち）の健全な成長に関わりながら

生きる喜びを実感していくという取組です。 

朝子どもたちと同じ時刻に登校し、同じ単限の授業を受け、同じメニュー

の給食を食べます。シニアたちは同じ学舎の子供の様子を実感し、子ども

たちは真剣に学ぶシニア（高齢者たち）の姿を見ることにより、学びの場

の厳粛を実感します。15 年に亘る私たちの実践の中で、確実に学校は落ち

着きを取り戻し、シニアたちは規則正しい生活のリズムを見いだしていま

す。 

 

協働団体 
 

岡輝中学校区学校運営協議会、岡山市立岡輝中学校ＰＴＡ､清輝小

学校ＰＴＡ、岡南小学校ＰＴＡ、岡南学区社会福祉協議会、岡山

中央ロータリークラブ、など 

 

取組の実施期間 始期：平成 15 年９月～ 

□ 平成  年  月終了 

  継続予定 

□ 平成  年  月頃終了予定 
※該当するものに し時期の予定し必要事項記入し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

 

取組の名称 子どもたちと共に学ぶ教室 シニアスクール 

平成 29年度 

募集テーマ 
楽しんで年を重ねられる社会のために 

テーマとの関連 

 

日々、シニアスクールに登校してこられるシニアの方々（平均年齢 75.6 才）の活気と飛び

交う会話が、すべてを物語っています。与えられた課題に前向きに取組み、新しい知識を

得る喜びを素直に表現する彼らの様子こそ「楽しんで年を重ねられる社会」そのものだと

確信しています 

 
 

目的・解決をはか

りたい課題の状

況・目標 

 

15 年前当時、所謂「荒れた学校」と言われた時代がありました。この子どもたちの落ち着

きをいかにして取り戻させるかという目的で、「保・幼・小・中の連携」が図られ更に地域

に暮らす人たちが地域学校に出入りする環境作りの一環として「シニアスクール構想」は

発足しました。発足して数年で、学校は子どもたちと共に落ち着きを取り戻し、今度は、

本来の、地域のシニアたちの生き甲斐作りの場えと変わってきています。 

現在、週 3回・2回・1 回の各教室に元気で通ってくるシニアたちは全員、自身の学ぶ楽し

みを追求すべく通ってきています。さらに、要支援の高齢者の受け皿になる可能性ももっ

ている。 
 

 

取組の内容 

 
 

 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

岡山市立岡輝中学校、清輝小学校、岡南小学校に自力で通学可能なシニア世代の男女 

岡輝20名、清輝20名、岡南30名程度 

 
２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

  担い手；NPO法人事務局・ボランティア講師 

  取組への参加団体；上記３小中学校及び各PTA、地域協働学校運営協議会など 

  参加人数；約100名（事務局・講師・学校関係者・生徒含む） 

 
３ 活動内容、実施方法など 

①通常の学校行事に沿った時間配分で年度ごとに開催される講師会において決定されたシラ

バスに従って、年間授業計画を実施しています。 

②学校関係の行事（体育祭・文化発表会、音楽発表会、卒業生を送る会など）にも参加して

います。 

③年一回バス旅行も実施しています。 

 
４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

 

hhttps://blogs.yahoo.co.jp/seniorschool_okayama 
  



 

 

協働団体と 

その役割等 

 

団体名（代表者） この取組で果たしている役割 団体自身にとってこの取組をする理由やメリット 

岡輝中学校ＰＴＡ 

（安原智史） 

団体正会員 学校の学習環境づくりや子どもたちの成長に役立って

いる。 

清輝小学校ＰＴＡ 

（二神太一） 
団体正会員 

 

学校の学習環境づくりや子どもたちの成長に役立って

いる。 

岡南小学校ＰＴＡ 

（中川俊彦） 

団体正会員 学校の学習環境づくりや子どもたちの成長に役立って

いる。 

 

岡南学区社会福祉

協議会（山上重信） 

団体正会員 岡南学区の高齢者へ元気で過ごす提言が出来ている。 

岡山中央ロータリ

ークラブ 

（山下龍子） 

団体正会員 研修会・講演会など学ぶことの支援をしていただいて

いる。 

取組の工夫 

 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。 

NPO 法人を立ち上げ、趣旨に賛同いただける方々から広く会員を募集し、会費として資金協

力を得た。                                現役

をリタイヤーされた教師、講師の方々の協力を全面的に仰ぎ、もう一度教壇へとお願いし

た。                                    ◎

協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、具体的

に記載してください。 
 岡輝学区地域協働学校運営協議会にＮＰＯから代表一人が委員となり学校、地域、ＰＴＡ、児童生徒との協働活

動への協力や提言している。 

 

◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。 

地域の大人が、学校で学ぶことの仕組みを作り、子どもたちと共に学校生活を楽しんでいる。 

 

成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化など

を記載してください。 

常時地域の大人（高齢者）が学校園に入るＮＰＯ組織は全国的に見てもないと言われている。それ

だけに注目されている。 

シニアの学ぶ姿から学びの大切さを知ったり、三世代同居の雰囲気の中「やさしさ」「ゆったり」な

ど落ち着いた学校環境をつくっている。 

地域情報紙「ちくたく」などに広報する中で、地域の中に根付いている。 

今後の活動展開 

など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

１５周年を迎え、事務局員や講師の先生の高齢化や運営資金などの課題も出ていますが、全国唯一

の運営方法にシニアスクールの存在を消してはならないと思っている。県外を含め他地域での設置

に協力できればと思っている。 

 








